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1.は じめ に
 食品成分中に含まれる ミネラルは,三 大栄養素に
比べその含量 はわずかではあるが,生 体にとって重
要な栄養素であ り,そ の過不足によって身体の生理
・代謝に大 きな影響を与えることが知 られ ている。
我々は 日本各地で陰膳食物収集を行い,ミ ネラル摂
取量 について報告 してきた1-7)。今回は,四 訂 日本
食品成分表(四 訂成分表)8)を 用 いて献立表から計
算 した値 と,誘 導結合 プラズマ質量分析装置(ICP-




 陰膳方式食物収集を行 った北海道か ら沖縄までの




 調査対象各個人が1日(24時 間)に 摂取 したのと





ジュース,お 茶,飲 料水な ども全て収集 した。食事
は普通の食事摂取状態で採取 して,正 月,誕 生 日,
結婚式などの社会的行事に よる特別な食事は除外 し
た。
 食事採取のための容器は予め充分に洗浄 し,酸 処
理,再 蒸留水洗浄を行い,収 集する食物成分には全
く影響の無いことを確認 し使用 した。朝食,昼 食,
夕食,間 食,飲 料水な どを,そ れぞれ主食,副 食,
汁物 などに分別収集 した。
 なお,被 検者 には予め配布 しておいた調査用紙に
献立及び材料名を記入 して もらい,陰 膳持参時に記
入洩れやその地区特有の食事,食 品について補足記
入を行 った。 また,そ れぞれの調理に使用された調
味料の量については,調 理方法によって推定値で計
算 した。別に米,醤 油,味 噌,飲 料水なども収集 し
て食品成分分析及び評価補正の資料 とした。
 収集 した食物は,記 入 された献立を参照 しなが ら
一つ一つの食品ごとにできるだけ丁寧に細か く分別
し重量を測定記録 した。収集 した食物 ・飲水は一括
しすべてを磨砕 し,総 重量 を測定 して一部を食品成
分分析用 として冷凍保存 した。
 2)栄 養価算定
 四訂成分表8)に 基づいた コンピュータープログラ
ムを使用 し,食 品番号 と使用量か ら ミネラル摂取量
を算出 した。 この際,標 準成分表に記載 の無い食品
は市販食品成分表io)な どを参考 に し,地 域特有の
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表 1 調査対象
都道府県名地区名 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 合計
北海道 大樹町 4 5 8 2 19 
福島県 喜多方市 3 3 8 12 28 
石川県 金沢市 5 10 8 24 
群馬県 尾島町 4 16 5 25 
愛知県 津具村 2 4 12 2 21 
鹿児島県 奄美大島 10 4 7 2 23 
鹿児島県 姶良町 3 10 1 3 28 
鹿児島県 吹上町 4 9 14 28 
沖縄県 石垣市 4 9 4 4 2 23 




ナトリウム カリウム リン カノレシウム
分析法 質量範囲 (m/8) 5-210 
総測定時間 (8) 20 
予備噴霧時間 (8) 20 
洗浄時間 (8) 30 
定量情報 繰り返し回数(回) 3 
定量法 検量線法(内標準添加法)
ブランク減算 しない
イオン導入条件 RFパワー (KW) 1.5 1.5 
ネプライザガス流量(1/min) 0.95 0.95 0.80 0.80 
プラズマガス流量(1/min) 16 16 16 16 
補助ガス流量(1/min) 1 l 
トーチ位置深さ (mm) 9 9 9 9 
イオン別分析条件 質量数 23 39 31 44 
感度 低 イ丘 イ丘 低
積分時間 (8) 2 2 2 2 
内標準イオン名 Co (59) Co (59) Co (59) Co (59) 
検量線条件 次数(次)
濃度単位 ppm ppm ppm ppm 
パラメーター 回収率 104.4% 97.2% 103.2% 94.3% 
試薬プランク値 Oppm Oppm Oppm Oppm 
表3 検量線標準溶液
ナトリウム カリウム リン
標準溶液1 。 。 。
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AM:1SD 最高値 最低値 AM:1SD 最高値 最低値 AM:1:SD 
ナトリウム 3946土1473.8 11038 955 4393:1 1590.6** 9673 886 95:134.3 
カリウム 2634:1 926.9 5733 792 2514:1 804.3 5469 1025 106:1:23.5 
リン 923:1 382.2 2286 75 939:1 279.7 1787 349 99:131. 9 
カノレシウム 669:1 382.9* 2689 71 608:1 246.6 1317 133 110:1:45.0 
AM:1SD:平均値土標準偏差表中の数値は mgf日
実測値と計算値聞に有意差あり **p<0.01 *p<0.05 
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実測値 計算値 Y=aX+b 相関係数
AM:tSD AM:tSD a b r p 
ナトリウム 3946:t1473.8 4393:t1590.6** 0.68 1696 0.633 ++ 
カリウム 2634土 926.92514:t 804.3 0.66 772 0.762 ++ 
リン 923:t 382.2 939:t 279.7 0.48 495 0.657 ++ 
カノレシウム 669土 382.9*608:t 246.6 0.43 317 0.674 ++ 
AM:tSD:平均値±標準偏差 mg/日
実測値と計算値聞に有意差あり ** p<O. 01 
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